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Keiko OMOTO et Francis  MACOUIN, 
 `Quand le Japon  s'ouvritau monde' 
 Gallimard, Reunion des  Musees nationaux, Paris 1990, 176P
パ リのイエナ広場 にあ るギ メ美術館 は東洋
美術 を展示 す る美術館 として知 られてい る。
昨年 ここを訪れて多 くの仏 像 を目の前 にした
時,ふ とパ リにい る ことを忘れ寺 の中 にい る
ような不思 議 な気分 にな った こ とを覚 えてい
る。 この美 術館の創立者 で あるエ ミール ・ギ
メ は,19世紀後半 に画 家の レガ メ とともに日
本 や中 国,イ ン ドを訪 れ,宗 教関係 をはじめ
とす る様々 な東洋 の美術 工芸品 を持 ち帰 り,
その後 日本 に関す る書物 もい くつか出版 した
人 で あった。1878年に彼 は 『プロムナー ドジ
ャポネ ーズ(Promenadesjaponaises)』を
出版 し,そ の続編 として1880年に出版 された
『プ ロ ム ナ ー ドジ ャ ポ ネ ー ズ東 京 ～ 日光
(Promenadesjaponaises,Tokio-Nikko)』
は当時 のベス トセラー とな った。彼 の あ と何
冊 か の本 として,1878年には 日本 の教育制度
につい て著 した 『エ ミール ・ギメの学術研究




や1883年 の 『お こ ま さ ん(prefaced'
Okoma,romanjaponais)』が あ る。 当初,
彼 は旅 行か ら帰 って収集 した もの を もとに宗
教美術 館 を創設 す る構想 を もって リヨンに美
術館 を建 設 したのだが,1885年彼 はコ レク シ
ョンの主 な もの を国 に寄贈 し,美 術館 は リヨ
ンか らパ リに移 された。 そ して,そ の後彼 は
文部省 に働 きか け1888年新 しいギ メ美術館 を
正式 に創 立 した。
本書 はエ ミール ・ギメを中心 に幕末 か ら今























ス領事 レオン ・デュリーの ことなども含めて
日本の歴史がフランス との関連に基づいて解
説されている。
第2章 ではい くつかの横浜絵 とともに開港
以降の横浜貿易の様子に触れ,日 本に夢 を抱
いていた画家のレガメとギメがどのようなき

















立 し,その後パ リに美術館 を移す ことになっ
たいきさつについて述べ られている。
巻末の資料にはギメやレガメはもちろんテ
オ ドール ・デュレやジョルジュ ・ブスケらジ
ャポニゾンの手紙の原文な どが記載 され,最



















イメージとはひ と味違 った日本の側面 を伝 え
ているという意味で も影響力のある書物であ
る。
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